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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、
　インク組成物の合計重量を基準として２７重量％から５５重量％までの量で存在するア
ミドと、
　ロジンエステルと、
　着色剤と、
　を含み、
　前記アミドは、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の少なくとも２
つのいずれかの組み合わせを含み、
　前記直鎖炭化水素ワックスが、直鎖ポリエチレンワックスを含み、
　前記分岐した炭化水素ワックスが、分岐したポリエチレンワックス、分岐したポリメチ
レンワックス、またはこれらの組み合わせを含む、眼用レンズに印刷するための相変化イ
ンク組成物。
【請求項２】
　前記アミドが、モノアミドおよびトリアミドの組み合わせである、請求項１に記載の相
変化インク組成物。
【請求項３】
　前記トリアミドが、分岐トリアミドを含む、請求項１に記載の相変化インク組成物。
【請求項４】
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　前記ロジンエステルが、アビエチン酸グリセリルを含む、請求項１に記載の相変化イン
ク組成物。
【請求項５】
　前記相変化インク組成物は、可塑剤、安定化剤、酸化防止剤、消泡剤、すべり剤および
レベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、接着剤、ならびにこれらの組み合わせからなる群の
いずれかをさらに含む、請求項１に記載の相変化インク組成物。
【請求項６】
　前記着色剤は、染料、顔料、およびこれらの組み合わせからなる群から選択されるいず
れかである、請求項１に記載の相変化インク組成物。
【請求項７】
　直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、
　インク組成物の合計重量を基準として２７重量％から５５重量％までの量で存在するモ
ノアミドおよび分岐トリアミドである、アミドと、
　ロジンエステルと、
　着色剤と、
　を含み、
　前記直鎖炭化水素ワックスが、直鎖ポリエチレンワックスを含み、
　前記分岐した炭化水素ワックスが、分岐したポリエチレンワックス、分岐したポリメチ
レンワックス、またはこれらの組み合わせを含む、眼用レンズに印刷するための相変化イ
ンク組成物。
【請求項８】
　前記ロジンエステルが、アビエチン酸グリセリルを含む、請求項７に記載の相変化イン
ク組成物。
【請求項９】
　前記相変化インク組成物は、可塑剤、安定化剤、酸化防止剤、消泡剤、すべり剤および
レベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、接着剤、ならびにこれらの組み合わせからなる群の
いずれかをさらに含む、請求項７に記載の相変化インク組成物。
【請求項１０】
　前記着色剤は、染料、顔料、およびこれらの組み合わせからなる群から選択されるいず
れかである、請求項７に記載の相変化インク組成物。
【請求項１１】
　インクジェットプリンタのスティックまたはペレットであって、眼用レンズに印刷する
ための相変化インク組成物を含み、
　この相変化インク組成物が、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと
、インク組成物の合計重量を基準として２７重量％から５５重量％までの量で存在するア
ミドと、ロジンエステルと、着色剤とを含み、
　前記アミドは、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の少なくとも２
つのいずれかの組み合わせを含み、
　前記直鎖炭化水素ワックスが、直鎖ポリエチレンワックスを含み、
　前記分岐した炭化水素ワックスが、分岐したポリエチレンワックス、分岐したポリメチ
レンワックス、またはこれらの組み合わせを含む、インクジェットプリンタ用のスティッ
クまたはペレット。
【請求項１２】
　前記相変化インク組成物は、可塑剤、安定化剤、酸化防止剤、消泡剤、すべり剤および
レベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、接着剤、ならびにこれらの組み合わせからなる群の
いずれかをさらに含む、請求項１１に記載のインクジェットプリンタ用のスティックまた
はペレット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本明細書には、眼用レンズと共に使用するのに適した相変化インクが記載される。さら
に特定的には、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、インク組成物
の合計重量を基準として約２５重量％より多い量で存在するアミドと、ロジンエステルと
、着色剤とを含む、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成物が記載される。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書には、眼用レンズに印刷するのに適した相変化インクが開示される。眼用レン
ズは、バルクレンズ製造業者によって半仕上げのレンズとして製造され、次いで、個々の
実験室に配布され、最終製品のレンズが調製される。従来、それぞれの半仕上げのレンズ
のためのラベル情報は、それぞれのレンズのための紙封筒に関連情報を印刷することによ
って与えられていた。
【０００３】
　近年、デジタルプリンタを用いてレンズに直接的に関連情報を印刷するために、相変化
インクを用いることによってラベル付けされてきた。しかし、現時点で公知の相変化イン
クは、印刷ヘッドの詰まりを含め、レンズにラベル付けする用途について性能上の課題を
生じることがある。さらなる性能上の課題としては、吐出の信頼性の必要性、レンズに印
刷された画像の耐久性、もはや必要ではなくなったときにレンズから除去可能な印刷画像
の必要性、および良好な印刷品質を有するレンズ上の印刷画像の必要性が挙げられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　眼用レンズを印刷するのに適した改良された相変化インクの必要性が依然として存在す
る。さらに、吐出の信頼性が向上し、レンズに印刷された後の耐久性が向上し、洗浄が容
易な印刷画像を与え、親水性レンズおよび疎水性レンズの両方に対して良好な接着性を与
え、透明レンズおよび暗色レンズの両方で良好な光学コントラストを与える、眼用レンズ
を印刷するのに適した改良された相変化インクの必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、インク組成物の合計重量を
基準として約２５重量％より多い量で存在するアミドと、ロジンエステルと、着色剤とを
含む、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成物が記載される。
【０００６】
　また、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、モノアミド、トリア
ミドおよびテトラアミドからなる群の少なくとも２つのいずれかの組合せを含む、アミド
と、ロジンエステルと、着色剤とを含む、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成
物も記載される。
【０００７】
　また、インクジェットプリンタのスティックまたはペレットであって、眼用レンズに印
刷するための相変化インク組成物を含み、この相変化インク組成物が、直鎖炭化水素ワッ
クスおよび分岐した炭化水素ワックスと、インク組成物の合計重量を基準として約２５重
量％より多い量で存在するアミドと、ロジンエステルと、着色剤とを含むか、または、こ
の相変化インク組成物が、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、モ
ノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の少なくとも２つのいずれかの組合
せを含む、アミドと、ロジンエステルと、着色剤とを含む、インクジェットプリンタ用の
スティックまたはペレットも記載される。
【０００８】
　眼用レンズに印刷するのに特に適した相変化インク組成物が提供される。いくつかの実
施形態では、相変化インク組成物は、吐出の信頼性が向上し、レンズに印刷された後の印
刷画像の耐久性が向上し、レンズに対して洗浄が容易な印刷画像を与え、親水性レンズお
よび疎水性レンズの両方に対して良好な接着性を与え、透明レンズおよび暗色レンズの両
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方で良好な光学コントラストを与える。相変化インク組成物は、レンズの上に丈夫な印刷
画像を与え、レンズ運搬中はその丈夫さを維持し、画像を無傷なままに維持するが、所望
な場合には運搬後に簡単に除去することができる。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成物は、直鎖炭
化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、インク組成物の合計重量を基準とし
て約２５重量％より多い量で存在するアミドと、ロジンエステルと、着色剤とを含む。
【００１０】
　他の実施形態では、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成物は、直鎖炭化水素
ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミ
ドからなる群の少なくとも２つのいずれかの組合せを含む、アミドと、ロジンエステルと
、着色剤とを含む。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　炭化水素ワックス
　相変化インク組成物は、直鎖炭化水素ワックスと分岐した炭化水素ワックスの組合せを
含む。直鎖炭化水素ワックスは、従来のインクで使用されてきた。従来のインクは、分岐
した炭化水素ワックスを含まない。分岐した炭化水素ワックスは、柔らかく、転写固定性
能に関連する要求事項、硬化性能および他の機械性能の要求事項に起因して避けられてき
た。本発明の相変化インク組成物は、直鎖炭化水素ワックスと分岐した炭化水素ワックス
の組合せを含む。オフセット印刷プロセスまたは間接的な印刷プロセスとは対照的に、本
明細書では、転写固定プロセスを必要とすることなく、本開示のインクをレンズに直接的
に印刷するための直接的な印刷プロセスが提供される。従って、良好な接着性を与え、印
刷画像に対する改良された耐引っ掻き性を与えるために、比較的柔らかい分岐した炭化水
素ワックスが使用される。
【００１２】
　任意の適切な、または望ましい直鎖炭化水素ワックスを本発明の相変化インク組成物の
ために選択することができる。いくつかの実施形態では、直鎖炭化水素ワックスは、炭化
水素系ワックスであり、例えば、Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅから入手可能であり、
一般式
【００１３】
【化１】

【００１４】
　を有するポリエチレンのホモポリマーであり、式中、ｘは、約１～約２００、例えば、
約５～約１５０、または約１２～約１０５の整数である。この材料は、融点が、約６０℃
～約１５０℃、例えば、約７０℃～約１４０℃、または約８０℃～約１３０℃であっても
よく、分子量（Ｍｎ）が、約１００～約５，０００、例えば、約２００～約４，０００、
または約４００～約３，０００であってもよい。ワックスの例としては、ＰＷ４００（Ｍ
ｎが約４００）、蒸留されたＰＷ４００（一実施形態では、約１１０℃での未蒸留のＰＯ
ＬＹＷＡＸ（登録商標）４００の粘度よりも、粘度が約１０％～約１００％高い）、ＰＯ
ＬＹＷＡＸ　５００（Ｍｎが約５００）、蒸留されたＰＯＬＹＷＡＸ（登録商標）５００
（一実施形態では、約１１０℃での未蒸留のＰＯＬＹＷＡＸ（登録商標）５００の粘度よ
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りも、粘度が約１０％～約１００％高い）、ＰＯＬＹＷＡＸ　６５５（Ｍｎが約６５５）
、蒸留されたＰＯＬＹＷＡＸ（登録商標）６５５（一実施形態では、約１１０℃での未蒸
留のＰＯＬＹＷＡＸ（登録商標）６５５の粘度よりも、粘度が約１０％～約５０％低く、
さらに別の実施形態では、約１１０℃での未蒸留のＰＯＬＹＷＡＸ（登録商標）６５５の
粘度よりも、粘度が約１０％～約５０％高い）、ＰＯＬＹＷＡＸ８５０（Ｍｎが約８５０
）、ＰＯＬＹＷＡＸ１０００（Ｍｎが約１，０００）などが挙げられる。
【００１５】
　具体的な実施形態では、直鎖炭化水素ワックスは、直鎖ポリエチレンワックスを含む。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、分岐した炭化水素ワックスは、分岐したポリエチレンワック
ス、分岐したポリメチレンワックス、またはこれらの組合せを含む。例えば、適切な分岐
した炭化水素ワックスとしては、Ｍｉｃｒｏｓｅｒｅ（登録商標）の商標名で入手可能な
もの、例えば、Ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ，Ｉｎｃ．（ＩＧＩ）
から市販される分岐した微結晶性ワックスＭｉｃｒｏｓｅｒｅ（登録商標）５７１４が挙
げられる。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、分岐した炭化水素ワックスは、分岐したポリエチレンワック
ス、分岐したポリメチレンワックス、またはこれらの混合物またはこれらの組合せを含む
。
【００１８】
　炭化水素ワックスは、相変化インク組成物中に任意の適切な量または望ましい量で存在
していてもよい。いくつかの実施形態では、直鎖炭化水素ワックスは、相変化インク組成
物の合計重量を基準として、約１５～約７５重量％、または約２０～約６０重量％、また
は約２５～約５０重量％の量で存在する。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、分岐した炭化水素ワックスは、相変化インク組成物の合計重
量を基準として、約１５～約６０重量％、または約２０～約５５重量％、または約２５～
約５０重量％の量で存在する。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、さらなる任意の他のワックスと共に、直鎖炭化水素ワックス
および分岐した炭化水素ワックスの両方を含む、相変化インク組成物中に存在するすべて
の炭化水素ワックスを合わせた合計量は、相変化インク組成物の合計重量を基準として、
約１５～約７５重量％、または約２０～約７０重量％、または約２５～約６０重量％であ
る。
【００２１】
　アミド
　本発明の相変化インク組成物は、分岐した炭化水素ワックスおよび直鎖炭化水素ワック
スの組合せと、少なくとも１つのアミドとを含む。いくつかの実施形態では、本発明の相
変化インク組成物は、分岐した炭化水素ワックスおよび直鎖炭化水素ワックスの組合せと
、大量のアミドとを含み、いくつかの実施形態では、大量のアミドとは、アミドが、相変
化インク組成物中に、相変化インク組成物の合計重量を基準として約２５重量％より多い
量で存在することを意味する。いくつかの実施形態では、アミドは、相変化インク組成物
中に、相変化インク組成物の合計重量を基準として約２５重量％より多く、約７５重量％
まで、または約２６～約６５重量％、または約２７～約５５重量％の量で存在する。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、本発明の相変化インク組成物は、直鎖炭化水素ワックスおよ
び分岐した炭化水素ワックスの組合せと、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミドか
らなる群の少なくとも２つのいずれかの組合せを含む、アミドと、ロジンエステルと、着
色剤とを含む。アミドがモノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の少なく
とも２つのいずれかの組合せを含む特定の実施形態では、相変化インク組成物中に存在す
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るアミドの合計量は、相変化インク組成物の合計重量を基準として、約２５重量％より多
くの合計アミド、または約２５重量％より多く、約７５重量％まで、または約２５～７５
重量％、または約２６～６５重量％、または約２７～約５５重量％の合計アミドを含む。
【００２３】
　任意の適切なアミドまたは望ましいアミドを選択することができる。いくつかの実施形
態では、相変化インク組成物は、脂肪族アミドを含む。脂肪族アミドは、任意の適切な脂
肪族アミドまたは望ましい脂肪族アミドであってもよい。いくつかの実施形態では、本発
明の脂肪族アミドは、モノアミド、テトラアミド、これらの混合物など、例えば、米国特
許第６，８５８，０７０号に記載されるものを含む。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、アミドは、モノアミド、トリアミド、テトラアミド、または
これらの混合物を含む。いくつかの実施形態では、アミドは、モノアミド、トリアミドお
よびテトラアミドの組合せを含む。適切なモノアミドは、融点が、少なくとも約５０℃、
例えば、約５０℃～約１５０℃であってもよいが、融点は、これらの範囲からはずれてい
てもよい。適切なモノアミドの具体例としては、例えば、一級モノアミドおよび二級モノ
アミドが挙げられる。ステアリン酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）ＳおよびＣｒｏｄａから入手可能
なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｓ、ベヘン酸アミド／アラキジン酸アミド、例えば、
Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標
）ＢおよびＣｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）ＢＲ、オレアミド
、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ
（登録商標）ＵおよびＣｒｏｄａから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｕおよび
Ｃｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）ＯＲ、工業グレードのオレア
ミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩ
ＤＥ（登録商標）Ｏ、Ｃｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｏ、お
よびＵｎｉｑｅｍａから入手可能なＵＮＩＳＬＩＰ（登録商標）１７５３、およびエルカ
酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡ
ＭＩＤＥ（登録商標）ＥおよびＣｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標
）ＥＲは、適切な一級アミドのいくつかの例である。ベヘニルベヘン酸アミド、例えば、
Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標
）ＥＸ６６６、ステアリルステアリン酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｓ－１８０およびＫＥＭＡＭ
ＩＤＥ（登録商標）ＥＸ－６７２、ステアリルエルカ酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒ
ａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｅ－１８０お
よびＣｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）２１２、エルシルエルカ
酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡ
ＭＩＤＥ（登録商標）Ｅ－２２１、オレイルパルミチン酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕ
ｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｐ－１８１
およびＣｒｏｄａから入手可能なＣＲＯＤＡＭＩＤＥ（登録商標）２０３、およびエルシ
ルステアリン酸アミド、例えば、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可
能なＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｓ－２２１は、適切な二級アミドのいくつかの例であ
る。さらなる適切なアミド材料としては、ＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｗ４０（Ｎ，Ｎ
’－エチレンビスステアリン酸アミド）、ＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｐ１８１（オレ
イルパルミチン酸アミド）、ＫＥＭＡＭＩＤ（登録商標）Ｅ　Ｗ４５（Ｎ，Ｎ’－エチレ
ンビスステアリン酸アミド）およびＫＥＭＡＭＩＤＥ（登録商標）Ｗ２０（Ｎ，Ｎ’－エ
チレンビスオレアミド）が挙げられる。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、アミドは、分岐したトリアミドを含んでいてもよい。分岐し
たトリアミドは、例えば、米国特許第６，８６０，９３０号に開示される。「分岐したト
リアミド」とは、トリアミドの構造が、それぞれのアミド基が、その他の分岐以外の分岐
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に含まれる原子または原子群に結合し、それぞれのアミド基が異なる分岐中にあるように
それぞれのアミド基を描くことができることを意味する。「それぞれのアミド基が異なる
分岐中にある」とは、トリアミドが直鎖ではないことを意味し、「直鎖」とは、３個すべ
てのアミド基が、同じ分子鎖または分枝鎖にあるように描くことができる分子、例えば、
以下の式の直鎖トリアミド
【００２６】
【化２】

【００２７】
　などを意味する。
【００２８】
　本発明の目的のために、直鎖トリアミドは、通常は異なる線で描くものであっても、３
個のアミド基によって１本の線を描くことができるものを含む。例えば、下式の化合物
【００２９】
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【化３】

【００３０】
　は、以下
【００３１】

【化４】

【００３２】
　のように描くこともできるため、本発明の目的のための直鎖化合物であると考えられ、
従って、本明細書に開示するインクの目的のための分岐したトリアミドであるとは考えら
れない。本明細書に開示するインクの目的のために、「分岐したトリアミン」、「分岐し
たトリ酸」、「分岐したモノアミノ二酸」および「分岐したジアミノモノ酸」は、命名さ
れる３個の置換基それぞれが、他の２つとは異なる分岐にあるように描くことができると
いう点で、同様の定義を有する。
【００３３】
　適切な分岐したトリアミドの例としては（限定されないが）、分岐したトリアミンから
作られるもの（この分岐したトリアミドは、以下の式を有し、
【００３４】
【化５】

【００３５】
　式中、Ｒ１は、（ｉ）約３～約２００個の炭素原子を含むアルキレン基（直鎖、分岐し
た、飽和、不飽和、環状、非環状、置換および非置換のアルキレン基であり、ヘテロ原子
、例えば、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素などが、アルキレン基に存在してい
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てもよく、または存在していなくてもよい）、（ｉｉ）約６～約２００個の炭素原子を含
むアリーレン基（非置換および置換のアリーレン基を含み、上述のように、ヘテロ原子が
、場合によりアリーレン基に存在していてもよい）、（ｉｉｉ）約７～約２００個の炭素
原子を含むアリールアルキレン基（非置換および置換のアリールアルキレン基を含み、ア
リールアルキレン基のアルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、および／
または非環状であってもよく、上述のように、ヘテロ原子が、場合によりアリールアルキ
レン基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）
、例えば、ベンジレンなど、または（ｉｖ）約７～約２００個の炭素原子を含むアルキル
アリーレン基（非置換および置換のアルキルアリーレン基を含み、アルキルアリーレン基
のアルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、および／または非環状であっ
てもよく、上述のように、ヘテロ原子が、場合によりアルキルアリーレン基のアルキル部
分およびアリール部分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）、例えば、トリレン
など、Ｒａ、ＲｂおよびＲｃは、それぞれ互いに独立して、（ｉ）水素原子、（ｉｉ）１
個～約２００個の炭素原子を含むアルキル基（直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、非
環状、置換および非置換のアルキル基を含み、上述のように、ヘテロ原子が、場合により
アルキル基に存在していてもよい）、（ｉｉｉ）６個～約２００個の炭素原子を含むアリ
ール基（非置換および置換のアリール基を含み、上述のように、ヘテロ原子が、場合によ
りアリール基に存在していてもよい）、（ｉｖ）６個～約２００個の炭素原子を含むアリ
ールアルキル基（非置換および置換のアリールアルキル基を含み、アリールアルキル基の
アルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状および／または非環状であっても
よく、例えば、上述のように、ヘテロ原子が、場合によりアリールアルキル基のアルキル
部分およびアリール部分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）、例えば、ベンジ
ルなど、または（ｖ）６個～約２００個の炭素原子を含むアルキルアリール基（非置換お
よび置換のアルキルアリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖、分
岐した、飽和、不飽和、環状および／または非環状であってもよく、例えば、上述のよう
に、ヘテロ原子が、場合によりアルキルアリール基のアルキル部分およびアリール部分の
いずれかまたは両方に存在していてもよい）、例えば、トリルなどであり、Ｒｄ、Ｒｅお
よびＲｆは、それぞれ互いに独立して、（ｉ）１個～約２００個の炭素原子を含むアルキ
ル基（直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、非環状、置換および非置換のアルキル基を
含み、例えば、上述のように、ヘテロ原子が、場合によりアルキル基に存在していてもよ
い）、（ｉｉ）６個～約２００個の炭素原子を含むアリール基（非置換および置換のアリ
ール基を含み、例えば、上述のように、ヘテロ原子が、場合によりアリール基に存在して
いてもよい）、（ｉｉｉ）６個～約２００個の炭素原子を含むアリールアルキル基（非置
換および置換のアリールアルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖
、分岐した、飽和、不飽和、環状および／または非環状であってもよく、例えば、上述の
ように、ヘテロ原子が、場合によりアリールアルキル基のアルキル部分およびアリール部
分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）、例えば、ベンジルなど、または（ｉｖ
）６個～約２００個の炭素原子を含むアルキルアリール基（非置換および置換のアルキル
アリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽
和、環状および／または非環状であってもよく、例えば、上述のように、ヘテロ原子が、
場合によりアルキルアリール基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方
に存在していてもよい）、例えば、トリルなどである）、分岐したトリ酸から作られるも
の（この分岐したトリアミドは、以下の式を有し、
【００３６】
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【化６】

【００３７】
　式中、Ｒ２は、（ｉ）上のＲ１について記載されたようなアルキレン基であり、Ｒｇ、
ＲｊおよびＲｐは、それぞれ互いに独立して、（ｉ）水素原子、（ｉｉ）１～約２００個
の炭素原子を含むアルキル基（直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、非環状、置換およ
び非置換のアルキル基を含み、ヘテロ原子が、場合によりアルキル基に存在していてもよ
い）、（ｉｉｉ）１０～約２００個の炭素原子を含むアリール基（非置換および置換のア
リール基を含み、ヘテロ原子が、場合によりアルキル基に存在していてもよい）、（ｉｖ
）７～約２００個の炭素原子を含むアリールアルキル基（非置換および置換のアリールア
ルキル基を含み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和
、環状および／または非環状であってもよく、ヘテロ原子が、場合によりアリールアルキ
ル基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）、
例えば、ベンジルなど、または（ｖ）７～約２００個の炭素原子を含むアルキルアリール
基（非置換および置換のアルキルアリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分
は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状および／または非環状であってもよく、ヘテロ
原子が、場合によりアルキルアリール基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかま
たは両方に存在していてもよい）、例えば、トリルなどであり、Ｒｈ、ＲｋおよびＲｑは
、それぞれ互いに独立して、（ｉ）水素原子、（ｉｉ）１個～約２００個の炭素原子を含
むアルキル基（直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状、非環状、置換および非置換のアル
キル基を含み、ヘテロ原子が、場合によりアルキル基に存在していてもよい）、（ｉｉｉ
）６個～約２００個の炭素原子を含むアリール基（非置換および置換のアリール基を含み
、ヘテロ原子が、場合によりアリール基に存在していてもよい）、（ｉｖ）７個～約２０
０個の炭素原子を含むアリールアルキル基（非置換および置換のアリールアルキル基を含
み、アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖、分岐した、飽和、不飽和、環状および
／または非環状であってもよく、ヘテロ原子が、場合によりアリールアルキル基のアルキ
ル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方に存在していてもよい）、例えば、ベン
ジルなど、または（ｖ）７個～約２００個の炭素原子を含むアルキルアリール基（非置換
および置換のアルキルアリール基を含み、アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖、
分岐した、飽和、不飽和、環状および／または非環状であってもよく、ヘテロ原子が、場
合によりアルキルアリール基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方に
存在していてもよい）、例えば、トリルなどである）、分岐したジアミノモノ酸化合物か
ら作られるもの（この分岐したトリアミドは、以下の式を有し、
【００３８】
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【化７】

【００３９】
　式中、Ｒ１、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｄ、Ｒｅ、ＲｇおよびＲｈは、本明細書で上に定義される
とおりである）、分岐したモノアミノ二酸化合物から作られるもの（この分岐したトリア
ミドは、以下の式を有し、
【００４０】
【化８】

【００４１】
　式中、Ｒ２、Ｒａ、Ｒｄ、Ｒｇ、Ｒｈ、ＲｊおよびＲｋは、本明細書で上に定義される
とおりであり、置換されたアルキル基、アルキレン基、アリール基、アリーレン基、アリ
ールアルキル基、アリールアルキレン基、アルキルアリール基およびアルキルアリーレン
基の置換基は、（限定されないが）ヒドロキシ基、ハロゲン原子、イミン基、アンモニウ
ム基、シアノ基、ピリジン基、ピリジニウム基、エーテル基、アルデヒド基、ケトン基、
エステル基、カルボニル基、チオカルボニル基、サルフェート基、スルホネート基、スル
ホン酸基、スルフィド基、スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホニウム基、ホスフェー
ト基、ニトリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、スルホン基、アジド基、アゾ
基、シアネート基、カルボキシレート基、これらの混合物などであってもよく、２個以上
の置換基が一緒に接続して環を生成してもよい。
【００４２】
　ある具体的な実施形態では、トリアミドが、以下の式を有するとき、
【００４３】
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【化９】

【００４４】
　Ｒ１＋Ｒａ＋Ｒｂ＋Ｒｃ＋Ｒｄ＋Ｒｅ＋Ｒｆの炭素原子の合計数は、７個から約５００
個以下である。別の具体的な実施形態では、Ｒａ、Ｒｄ、Ｒｂ、Ｒｅ、ＲｃおよびＲｆは
、それぞれ互いに独立して、約５０個以下の炭素原子を有し、さらに別の具体的な実施形
態では、約４８個以下の炭素原子を有するが、炭素原子の数は、これらの範囲からはずれ
ていてもよい。
【００４５】
　ある具体的な実施形態では、トリアミドが、以下の式を有するとき、
【００４６】
【化１０】

【００４７】
　Ｒ２＋Ｒｇ＋Ｒｈ＋Ｒｊ＋Ｒｋ＋Ｒｐ＋Ｒｑの炭素原子の合計数は、約７個から約５０
０個以下である。別の具体的な実施形態では、Ｒｇ、Ｒｈ、Ｒｊ、Ｒｋ、ＲｐおよびＲｑ
は、それぞれ互いに独立して、約５０個以下の炭素原子を有し、さらに別の具体的な実施
形態では、約４８個以下の炭素原子を有するが、炭素原子の数は、これらの範囲からはず
れていてもよい。
【００４８】
　ある具体的な実施形態では、トリアミドが以下の式を有するとき、
【００４９】
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【化１１】

【００５０】
　Ｒ１＋Ｒａ＋Ｒｂ＋Ｒｄ＋Ｒｅ＋Ｒｇ＋Ｒｈの炭素原子の合計数は、約７個から約５０
０個以下である。別の具体的な実施形態では、Ｒａ、Ｒｄ、Ｒｂ、Ｒｅ、ＲｇおよびＲｈ
は、それぞれ互いに独立して、約５０個以下の炭素原子を有し、さらに別の具体的な実施
形態では、約４８個以下の炭素原子を有するが、炭素原子の数は、これらの範囲からはず
れていてもよい。
【００５１】
　ある具体的な実施形態では、トリアミドが、以下の式を有する場合、
【００５２】
【化１２】

【００５３】
　Ｒ２＋Ｒａ＋Ｒｄ＋Ｒｇ＋Ｒｈ＋Ｒｊ＋Ｒｋの炭素原子の合計数は、約７個から約５０
０個以下である。別の具体的な実施形態では、Ｒａ、Ｒｄ、Ｒｇ、Ｒｈ、ＲｊおよびＲｋ
は、それぞれ互いに独立して、約５０個以下の炭素原子を有し、さらに別の具体的な実施
形態では、約４８個以下の炭素原子を有するが、炭素原子の数は、これらの範囲からはず
れていてもよい。
【００５４】
　第１の式のアミド基のすべてが、Ｒ１基またはＲ２基の同じ原子に直接的に結合してい
る必要はないことを強調しなければならず、ある具体的な実施形態では、それぞれのアミ
ド基は、Ｒ１基またはＲ２基の異なる原子に結合している。
【００５５】
　ある具体的な実施形態では、分岐したトリアミドは、以下の式を有し、
【００５６】
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【００５７】
　式中、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれ独立して、プロピレンオキシ繰り返し単位の数を表
し、ｘ＋ｙ＋ｚは、約５～約６であり、ｐ、ｑおよびｒは、それぞれ互いに独立して、繰
り返し－（ＣＨ２）－単位の数を表す整数であり、約１５～約６０である。トリアミドの
組成は、多くは、材料の混合物として得られ、ｐ、ｑおよびｒは、単一の組成ではなく、
この組成中のそれぞれのピーク平均鎖長の数であり、それぞれの分子は、ｐ、ｑおよびｒ
について同じ値を有し、混合物の中で、ある個々の鎖が所与の数より長くてもよく、また
は短くてもよいことが理解されなければならない。
【００５８】
　トリアミドワックスは、米国特許第６，８６０，９３０の実施例ＩＩに記載されるよう
に調製することができ、以下のように調製される。１，０００ミリリットルの４ッ口丸底
フラスコにＴｒｕｂｏｒｅスターラー、Ｎ２注入口、凝縮器付きのＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋ
トラップおよびＮ２出口および熱電対－温度制御器を取り付け、これに３５０．６２グラ
ム（０．３６７５モル）のＵＮＩＣＩＤ（登録商標）５５０（Ｂａｋｅｒ－Ｐｅｔｒｏｌ
ｉｔｅ　Ｃｏｒｐ．（シンシナティ、オハイオ）から得られる式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎＣＯ
ＯＨ（ｎは、約３７の平均値を有し、約３４～約４０の範囲を有すると考えられる）のモ
ノ酸）および０．７９グラムのＮＡＵＧＡＲＤ（登録商標）５２４（Ｕｎｉｒｏｙａｌ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．（ミドルベリー、コネチカット）から得ら
れる酸化防止剤）を加えた。混合物を１１５℃まで加熱し、Ｎ２下、周囲圧力で溶融させ
、攪拌した。その後、５１．３３グラム（０．１１６７モル）のＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（登
録商標）Ｔ－４０３（以下の式を有するＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ヒ
ューストン、テキサス）から得られるトリアミンの混合物）
【００５９】
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【化１４】

【００６０】
　（式中、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれ、繰り返しプロピレンオキシ単位の数を表す整数
であり、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれゼロであってもよく、ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、約５～
約６である）を反応混合物に加え、反応温度を０．５時間かけて２００℃まで徐々に上げ
、この温度でさらに３時間保持した。混合物の温度が約１８０℃に達したら、Ｎ２をゆっ
くりと吹き込むことによって一部の水が運ばれ、トラップ内で凝縮された。次いで、トラ
ップと凝縮器をはずし、減圧（約２５ｍｍＨｇ）状態に約０．５時間維持し、次いで、開
放した。液体生成物を約１５０℃まで冷却し、アルミニウムに注ぎ固化させた。得られた
生成物は、以下の式を有すると考えられ、
【００６１】

【化１５】

【００６２】
　式中、ｎ、ｘ、ｙおよびｚは、本明細書で上に定義されたとおりである。
【００６３】
　具体的な実施形態では、選択されるアミドは、トリアミドである。トリアミドは、同じ
分子量のテトラアミドを用いる場合と比較して、低粘度という特徴を与えることができる
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。
【００６４】
　ロジンエステル
　相変化インク組成物は、ロジンエステルを含む。ロジンエステルは、任意の適切なロジ
ンエステルまたは望ましいロジンエステルであってもよく、これらの混合物を含む。いく
つかの実施形態では、ロジンエステルは、アビエチン酸グリセリルを含む。適切なロジン
エステル樹脂の具体例としては、Ａｒａｋａｗａから市販されるアビエチン酸グリセロー
ルＰＩＮＥＣＲＹＳＴＡＬ（登録商標）ＫＥ－１００等が挙げられる。
【００６５】
　ロジンエステル樹脂は、インク組成物中に任意の望ましい量または有効な量で存在する
。いくつかの実施形態では、ロジンエステルは、相変化インク組成物中に、インク組成物
の合計重量を基準として、約０．５重量％～約２０重量％、または約２重量％～約１５重
量％、または約３重量％～約１０重量％の量で存在する。
【００６６】
　着色剤
　相変化インク組成物は、着色剤を含む。任意の適切な着色剤または望ましい着色剤とし
ては、染料、顔料が挙げられ、これらの混合物およびこれらの組み合わせを選択してもよ
い。いくつかの実施形態では、着色剤は、染料、顔料、およびこれらの混合物およびこれ
らの組み合わせからなる群から選択される。具体的な実施形態では、着色剤は、染料であ
る。他の実施形態では、着色剤は、顔料である。特定の実施形態では、着色剤は、黄色染
料である。特定の他の実施形態では、着色剤は、青色染料である。
【００６７】
　インク媒剤に着色剤が溶解または分散することができる限り、染料、顔料、これらの混
合物などを含め、任意の望ましい着色剤または有効な着色剤をインクに使用してもよい。
組成物を、例えば、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ（Ｃ．Ｉ．）Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｄｙｅ、Ｄｉ
ｓｐｅｒｓｅ　Ｄｙｅ、改質されたＡｃｉｄ　ａｎｄ　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｄｙｅ、Ｂａｓｉ
ｃ　Ｄｙｅ、Ｓｕｌｐｈｕｒ　Ｄｙｅ、Ｖａｔ　Ｄｙｅｓなどの従来のインク着色材料と
組み合わせて使用してもよい。
【００６８】
　適切な染料の例としては、Ｎｅｏｚａｐｏｎ（登録商標）Ｒｅｄ　４９２（ＢＡＳＦ）
、Ｏｒａｓｏｌ（登録商標）Ｒｅｄ　Ｇ（Ｐｙｌａｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、Ｄｉｒｅｃ
ｔ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｐｉｎｋ　Ｂ（Ｏｒｉｅｎｔａｌ　Ｇｉａｎｔ　Ｄｙｅｓ）、
Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒｅｄ　３ＢＬ（Ｃｌａｓｓｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ）、Ｓｕｐｒａｎ
ｏｌ（登録商標）Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｒｅｄ　３ＢＷ（Ｂａｙｅｒ　ＡＧ）、Ｌｅｍｏ
ｎ　Ｙｅｌｌｏｗ　６Ｇ（Ｕｎｉｔｅｄ　Ｃｈｅｍｉｅ）、Ｌｉｇｈｔ　Ｆａｓｔ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　３Ｇ（Ｓｈａａｎｘｉ）、Ａｉｚｅｎ　Ｓｐｉｌｏｎ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｃ－Ｇ
ＮＨ（Ｈｏｄｏｇａｙａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ｂｅｍａｃｈｒｏｍｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　
ＧＤ　Ｓｕｂ（Ｃｌａｓｓｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ）、Ｃａｒｔａｓｏｌ（登録商標）
Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　４ＧＦ（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、Ｃｉｂａｎｏｎｅ　
Ｙｅｌｌｏｗ　２Ｇ（Ｃｌａｓｓｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ）、Ｏｒａｓｏｌ（登録商標
）Ｂｌａｃｋ　ＲＬＩ（ＢＡＳＦ）、Ｏｒａｓｏｌ（登録商標）Ｂｌａｃｋ　ＣＮ（Ｐｙ
ｌａｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、Ｓａｖｉｎｙｌ　Ｂｌａｃｋ　ＲＬＳＮ（Ｃｌａｒｉａｎ
ｔ）、Ｐｙｒａｚｏｌ　Ｂｌａｃｋ　ＢＧ（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、Ｍｏｒｆａｓｔ（登録
商標）Ｂｌａｃｋ　１０１（Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ）、Ｄｉａａｚｏｌ　Ｂｌａｃｋ　
ＲＮ（ＩＣＩ）、Ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔ（登録商標）Ｂｌｕｅ　６７０（ＢＡＳＦ）、
Ｏｒａｓｏｌ（登録商標）Ｂｌｕｅ　ＧＮ（Ｐｙｌａｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、Ｓａｖｉ
ｎｙｌ　Ｂｌｕｅ　ＧＬＳ（Ｃｌａｒｉａｎｔ）、Ｌｕｘｏｌ　Ｆａｓｔ　Ｂｌｕｅ　Ｍ
ＢＳＮ（Ｐｙｌａｍ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）、Ｓｅｖｒｏｎ　Ｂｌｕｅ　５ＧＭＦ（Ｃｌａ
ｓｓｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ）、Ｂａｓａｃｉｄ（登録商標）Ｂｌｕｅ　７５０（ＢＡ
ＳＦ）、Ｋｅｙｐｌａｓｔ　Ｂｌｕｅ（Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅ　Ｃｏｒｐｏ
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ｒａｔｉｏｎ）、Ｎｅｏｚａｐｏｎ（登録商標）Ｂｌａｃｋ　Ｘ５１（ＢＡＳＦ）、Ｃｌ
ａｓｓｉｃ　Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　７（Ｃｌａｓｓｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ）
、Ｓｕｄａｎ　Ｂｌｕｅ　６７０（Ｃ．Ｉ．６１５５４）（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｄａｎ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　１４６（Ｃ．Ｉ．１２７００）（ＢＡＳＦ）、Ｓｕｄａｎ　Ｒｅｄ　４６２
（Ｃ．Ｉ．２６０５０）（ＢＡＳＦ）、Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３
８、Ｎｅｐｔｕｎｅ　Ｒｅｄ　Ｂａｓｅ　ＮＢ５４３（ＢＡＳＦ、Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎ
ｔ　Ｒｅｄ　４９）、Ｎｅｏｐｅｎ（登録商標）Ｂｌｕｅ　ＦＦ－４０１２（ＢＡＳＦ）
、　Ｆａｓｔｏｌ（登録商標）Ｂｌａｃｋ　ＢＲ（Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ
　３５）（Ｃｈｅｍｉｓｃｈｅ　Ｆａｂｒｉｅｋ　Ｔｒｉａｄｅ　ＢＶ）、Ｍｏｒｔｏｎ
　Ｍｏｒｐｌａｓ　Ｍａｇｅｎｔａ　３６（Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７２）
、金属フタロシアニン着色剤、例えば、米国特許第６，２２１，１３７号に開示されるも
のが挙げられる。ポリマー染料、例えば、米国特許第５，６２１，０２２号および米国特
許第５，２３１，１３５号に開示されるもの、および例えば、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　＆　Ｃ
ｏｍｐａｎｙから市販されるＭｉｌｌｉｋｅｎ　Ｉｎｋ　Ｙｅｌｌｏｗ　８６９、Ｍｉｌ
ｌｉｋｅｎ　Ｉｎｋ　Ｂｌｕｅ　９２、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｉｎｋ　Ｒｅｄ　３５７、Ｍ
ｉｌｌｉｋｅｎ　Ｉｎｋ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８００、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｉｎｋ　Ｂｌａ
ｃｋ　８９１５－６７、無希釈のＲｅａｃｔｉｎｔ（登録商標）Ｏｒａｎｇｅ　Ｘ－３８
、無希釈のＲｅａｃｔｉｎｔ（登録商標）Ｂｌｕｅ　Ｘ－１７、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１６２、Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ　５２、Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　４４および無希
釈のＲｅａｃｔｉｎｔ（登録商標）Ｖｉｏｌｅｔ　Ｘ－８０を使用してもよい。
【００６９】
　着色剤は、インク中に任意の望ましい量または有効な量で存在し、いくつかの実施形態
では、着色剤は、インクの合計重量を基準として約１～約６０重量％、または約３０～約
４０重量％、または約１０～約２５重量％の量で存在する。
【００７０】
　他の添加剤
　インクは、さらに、従来の添加剤に関連する既知の機能を利用するために、このような
従来の添加剤をさらに含んでいてもよい。このような添加剤は、例えば、少なくとも１つ
の酸化防止剤、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、接着剤、可
塑剤などを含んでいてもよい。いくつかの実施形態では、相変化インク組成物は、可塑剤
、安定化剤、酸化防止剤、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤、清澄剤、粘度調整剤、
接着剤および混合物およびこれらの組み合わせからなる群のいずれかを含む。
【００７１】
　インクは、場合により、画像を酸化から保護するために、酸化防止剤を含んでいてもよ
く、さらに、インク容器中に加熱した溶融物として存在している間に、インク成分を酸化
から保護するだろう。適切な酸化防止剤の例としては、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸アミド）（ＩＲＧＡＮＯＸ
　１０９８、ＢＡＳＦから入手可能）、２，２－ビス（４－（２－（３，５－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナモイルオキシ））エトキシフェニル）プロパン
（ＴＯＰＡＮＯＬ－２０５、Ｖｅｒｔｅｌｌｕｓから入手可能）、トリス（４－ｔｅｒｔ
－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート（Ａｌｄｒｉ
ｃｈ）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）フルオロ
ホスホナイト（ＥＴＨＡＮＯＸ（商標登録）　３９８、Ａｌｂｅｒｍａｒｌｅ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから入手可能）、テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）
－４，４’－ビフェニルジホスホナイト（Ａｌｄｒｉｃｈ）、ペンタエリスリトールテト
ラステアレート（ＴＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ）、トリブチルアンモニウム次亜リン酸塩（Ａ
ｌｄｒｉｃｈ）、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メトキシフェノール（Ａｌｄｒｉ
ｃｈ）、２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６－（４－メトキシベンジル）フェノール（Ａ
ｌｄｒｉｃｈ）、４－ブロモ－２，６－ジメチルフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、４－ブ
ロモ－３，５－ジジメチルフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、４－ブロモ－２－ニトロフェ
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ノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、４－（ジエチルアミノメチル）－２，５－ジメチルフェノー
ル（Ａｌｄｒｉｃｈ）、３－ジメチルアミノフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２－アミノ
－４－ｔｅｒｔ－アミルフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２，６－ビス（ヒドロキシメチ
ル）－ｐ－クレゾール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２，２’－メチレンジフェノール（Ａｌｄｒ
ｉｃｈ）、５－（ジエチルアミノ）－２－ニトロソフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２，
６－ジクロロ－４－フルオロフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２，６－ジブロモフルオロ
フェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、α－トリフルオロ－ｏ－クレゾール（Ａｌｄｒｉｃｈ）
、２－ブロモ－４－フルオロフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、４－フルオロフェノール（
Ａｌｄｒｉｃｈ）、４－クロロフェニル－２－クロロ－１，１，２－トリ－フルオロエチ
ルスルホン（Ａｌｄｒｉｃｈ）、３，４－ジフルオロフェニル酢酸（Ａｄｒｉｃｈ）、３
－フルオロフェニル酢酸（Ａｌｄｒｉｃｈ）、３，５－ジフルオロフェニル酢酸（Ａｌｄ
ｒｉｃｈ）、２－フルオロフェニル酢酸（Ａｌｄｒｉｃｈ）、２，５－ビス（トリフルオ
ロメチル）安息香酸（Ａｌｄｒｉｃｈ）、エチル－２－（４－（４－（トリフルオロメチ
ル）フェノキシ）フェノキシ）プロピオネート（Ａｌｄｒｉｃｈ）、テトラキス（２，４
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－４，４’－ビフェニルジホスホナイト（Ａｌｄｒｉ
ｃｈ）、４－ｔｅｒｔ－アミルフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、３－（２Ｈ－ベンゾトリ
アゾール－２－イル）－４－ヒドロキシフェネチルアルコール（Ａｌｄｒｉｃｈ）、ＮＡ
ＵＧＡＲＤ　７６、ＮＡＵＧＡＲＤ　４４５、ＮＡＵＧＡＲＤ　５１２およびＮＡＵＧＡ
ＲＤ　５２４（Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって製造）など、および
これらの混合物が挙げられる。酸化防止剤は、存在する場合、インク中に任意の望ましい
量または効果的な量で、例えば、インクの約０．２５重量％～約１０重量％、または約１
重量％～約５重量％の量で存在していてもよい。
【００７２】
　相乗剤
　本明細書の相変化インク組成物は、場合により、さらに、相乗剤を含む。任意の適切な
相乗剤または望ましい相乗剤を使用してもよい。いくつかの実施形態では、着色した相変
化インクの改良された分散安定性のための相乗剤として銅フタロシアニン誘導体を使用す
る。
【００７３】
　分散剤
　本明細書の相変化インク組成物は、分散剤を含有していてもよい。任意の適切な分散剤
または望ましい分散剤を使用してもよい。いくつかの実施形態では、分散剤は、Ａｄｅｌ
ａ　Ｇｏｒｅｄｅｍａらの米国特許第７，９７３，１８６号に記載される分散剤であって
もよい。具体的な実施形態では、分散剤は、以下の式の化合物
【００７４】
【化１６】

【００７５】
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　またはその混合物であり、式中、ＲとＲ’は、同じであるか、または異なっており、Ｒ
およびＲ’は、独立して、約３７個～約４７個の炭素原子を含む直鎖アルキル基から選択
され、ｍは、約１～約３０の整数である。
【００７６】
　分散剤は、場合により、ポリマー分散剤であってもよく、例えば、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ
（登録商標）の名称で販売されているもの、いくつかの実施形態では、Ｔｈｅ　Ｌｕｂｒ
ｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＳｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）１７
００、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）３２０００、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（登録商標）１
３２４０であってもよい。
【００７７】
　分散剤は、相変化インク組成物中に任意の適切な量または望ましい量で与えられてもよ
い。いくつかの実施形態では、分散剤は、相変化インク組成物中の顔料の合計重量を基準
として、約１～約５００重量％、または約１０～約３００重量％、または約３０～約２０
０重量％の合計分散剤であってもよい。
【００７８】
　相変化インク組成物を、任意の望ましい方法または適切な方法によって調製することが
できる。例えば、インク成分を一緒に混合し、その後、少なくとも約１００℃から約１４
０℃以下の温度まで加熱し（この温度は、この範囲からはずれていてもよい）、均一なイ
ンク組成物が得られるまで攪拌し、その後、このインクを周囲温度まで冷却する（典型的
には、約２０～約２５℃）。本開示のインクは、周囲温度で固体である。具体的な実施形
態では、この生成プロセス中、溶融状態のインクを型に注ぎ、次いで、冷却し、固化させ
てインクスティックを作成する。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、本明細書のインクジェットプリンタ用のスティックまたはペ
レットは、眼用レンズに印刷するための相変化インク組成物を含み、この相変化インク組
成物が、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワックスと、組成物の合計重量を
基準として約２５重量％より多い量で存在するアミドと、ロジンエステルと、着色剤とを
含むか、または、この相変化インク組成物が、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化
水素ワックスと、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の少なくとも２
つのいずれかの組み合わせを含む、アミドと、ロジンエステルと、着色剤とを含む。
【００８０】
　特定の組み合わせおよび選択される要素の相対比を有する相変化インク組成物が提供さ
れる。いくつかの実施形態では、特定の組み合わせおよび相対比は、直鎖炭化水素ワック
スおよび分岐した炭化水素ワックスの両方の組み合わせと、大量のアミド（いくつかの実
施形態では、２５％より多いアミド）と、ロジンエステルと、着色剤とを含む。いくつか
の実施形態では、特定の組み合わせは、直鎖炭化水素ワックスおよび分岐した炭化水素ワ
ックスの両方の組み合わせと、モノアミド、トリアミドおよびテトラアミドからなる群の
少なくとも２つのいずれかと、ロジンエステルと、着色剤とを含む。特定の実施形態では
、本明細書の相変化インク組成物は、黄色染料、青色染料、またはこれらの組み合わせを
含み、要素の組み合わせは、本明細書に記載される特定の比率で与えられる。本願発明者
らは、この特定の組み合わせおよび成分比によって、吐出の信頼性が向上し、レンズに印
刷された後の耐久性が向上し、洗浄が容易なレンズ上の画像が印刷され、親水性レンズお
よび疎水性レンズの両方に対して良好な接着性を与え、透明レンズおよび暗色レンズの両
方で良好な光学コントラストを与えることを発見した。
【００８１】
　本明細書に開示されるインクを直接的な印刷インクジェットプロセスおよび間接的な（
オフセット）印刷インクジェット用途に使用してもよい。別の実施形態は、本明細書に開
示されるインクをインクジェット印刷装置に組み込むことと、インクを溶融させることと
、溶融したインク液滴を記録基材の上に画像状パターンになるように放出することとを含
むプロセスに関する。直接的な印刷プロセスは、例えば、米国特許第５，１９５，４３０
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号にも開示される。本明細書に開示されるように調製されたインクを、間接的な（オフセ
ット）印刷インクジェット用途の装置に使用してもよい。別の実施形態は、本明細書に開
示されるように調整されたインクをインクジェット印刷装置に組み込むことと、インクを
溶融させることと、溶融したインク液滴を中間転写体の上に画像状パターンになるように
放出することと、画像状パターンになったインクを中間転写体から最終的な記録基材に転
写することとを含むプロセスに関する。具体的な実施形態では、中間転写体を、最終的な
記録シートよりも高い温度で、かつ、印刷装置中の溶融したインクよりも低い温度まで加
熱する。オフセット印刷プロセスまたは間接的な印刷プロセスは、例えば、米国特許第５
，３８９，９５８号にも開示されている。ある具体的な実施形態では、印刷装置は、圧電
印刷プロセスを使用し、圧電振動要素の振幅によって、インク液滴を画像状パターンにな
るように放出させる。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、本明細書の方法は、本明細書に記載されるような相変化イン
ク組成物をインクジェット印刷装置に組み込むことと、インク組成物を溶融させることと
、溶融したインク液滴を記録基材の上に画像状パターンになるように放出することとを含
む。
【００８３】
　インクの吐出温度は、任意の適切な吐出温度または望ましい吐出温度であってもよく、
いくつかの実施形態では、吐出温度は、約５０℃～約１５０℃、または約５０℃～約１４
０℃以上であり、典型的には、約１００℃～約１４０℃である。インク組成物は、一般的
には、吐出温度（一実施形態では、約５０℃以上、別の実施形態では、約６０℃以上、さ
らに別の実施形態では、約７０℃以上、一実施形態では、約１５０℃以下、別の実施形態
では、約１４５℃以下であるが、吐出温度は、これらの範囲からはずれていてもよい）で
の溶融粘度は、一実施形態では、約３０センチポイズ以下、別の実施形態では、約２０セ
ンチポイズ以下、さらに別の実施形態では、約１５センチポイズ以下、一実施形態では、
約２センチポイズ以上、別の実施形態では、約５センチポイズ以上、さらに別の実施形態
では、約７センチポイズ以上、別の実施形態では、約４０℃未満の温度で約１０５センチ
ポイズより大きく、別の実施形態では、約７０℃以上の温度で約１５センチポイズ未満で
あるが、溶融粘度は、これらの範囲からはずれていてもよい。
【００８４】
　ある具体的な実施形態では、インクを低温で、特に、約１５０℃未満の温度で、一実施
形態では、約４０℃～約１５０℃、別の実施形態では、約５０℃～約１４５℃、さらに別
の実施形態では、約６０℃～約９０℃の温度で吐出するが、吐出温度は、これらの範囲か
らはずれていてもよい。
【００８５】
　具体的な実施形態では、本発明のインク組成物を眼用レンズに吐出する。眼用レンズを
親水性コーティングまたは疎水性コーティングでコーティングしてもよい。例えば、本発
明のインク組成物は、例えば、Ｅｓｓｉｌｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ＳＡ（フ
ランス）から市販されるようなレンズに画像を印刷するのに適している。レンズは、ガラ
スまたは有機物の眼用レンズであってもよい。レンズは、ポリマー組成物のレンズ、例え
ば、射出成型されたポリカーボネートまたは熱硬化性の鋳型成型されたＣＲ－３９（登録
商標）であってもよい。レンズを、例えば、反射防止性コーティングまたは他のコーティ
ングでコーティングしてもよい。
【実施例】
【００８６】
　以下の実施例は、本開示のさまざまな種をさらに定義するために提示される。これらの
実施例は、説明することのみを意図しており、本開示の範囲を限定することを意図してい
ない。また、部およびパーセントは、特に指示のない限り、重量基準である。
【００８７】
　実施例１～１０
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　表１に与える要素を含むインク実施例１～１０を調製した。表１に示す量の要素を、磁
気攪拌棒および加熱器を備えるビーカー中で合わせ、約１３０℃の温度まで加熱し、約２
時間攪拌することによって、インクを調製した。次いで、このインクを１μｍ濾紙によっ
て濾過し、所望なインクを得た。実施例１～１０のインクは、以下のような特徴を有して
いた。
【００８８】
【表１】

【００８９】
　Ｐｏｌｙｗａｘ（登録商標）６５５は、一般式
【００９０】
【化１７】

【００９１】
　のポリエチレンホモポリマーである（Ｍｎが約６５５）炭化水素系ワックスであり、式
中、ｘは、１～２００の整数であり、Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅから市販されてい
る。
【００９２】
　Ｍｉｃｒｏｓｅｒｅ（登録商標）５７１４Ａワックスは、Ａｌｆａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓ　Ｌｔｄ．から市販される微結晶性ワックスである。
【００９３】
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　Ｐｉｎｅｃｒｙｓｔａｌ（商標）　ＫＥ－３１１は、水素化アビエチン（ロジン）酸ト
リグリセリドであり、Ａｒａｋａｗａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｌｔ
ｄ．から市販される。
【００９４】
　Ｐｉｎｅｃｒｙｓｔａｌ（商標）　ＫＥ－１００は、テトラヒドロアビエチン酸とグリ
セロールのエステルであり、Ａｒａｋａｗａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ
，Ｌｔｄ．から市販される。
【００９５】
　米国特許第６，８６０，９３０号の実施例ＩＩに記載されるように調製されたトリアミ
ドワックスは、以下のように調製される。１，０００ミリリットルの４ッ口丸底フラスコ
にＴｒｕｂｏｒｅスターラー、Ｎ２注入口、凝縮器付きのＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップ
およびＮ２出口および熱電対－温度制御器を取り付け、これに３５０．６２グラム（０．
３６７５モル）のＵＮＩＣＩＤ（登録商標）５５０（Ｂａｋｅｒ－Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　
Ｃｏｒｐ．（シンシナティ、オハイオ）から得られる式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎＣＯＯＨ（ｎ
は、約３７の平均値を有し、約３４～約４０の範囲を有すると考えられる）のモノ酸）お
よび０．７９グラムのＮＡＵＧＡＲＤ（登録商標）５２４（Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎ）を加えた。混合物を１１５℃まで加熱し、Ｎ２下、周囲圧力で溶融させ
、攪拌した。その後、５１．３３グラム（０．１１６７モル）のＪＥＦＦＡＭＩＮＥ（登
録商標）Ｔ－４０３（以下の式を有するＨｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ヒ
ューストン、テキサス）から得られるトリアミンの混合物）
【００９６】

【化１８】

【００９７】
　（式中、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれ、繰り返しプロピレンオキシ単位の数を表す整数
であり、ｘ、ｙおよびｚは、それぞれゼロであってもよく、ｘ＋ｙ＋ｚの合計は、約５～
約６である）を反応混合物に加え、反応温度を０．５時間かけて２００℃まで徐々に上げ
、この温度でさらに３時間保持した。混合物の温度が約１８０℃に達したら、Ｎ２をゆっ
くりと吹き込むことによって一部の水が運ばれ、トラップ内で凝縮された。次いで、トラ
ップと凝縮器をはずし、減圧（約２５ｍｍＨｇ）状態に約０．５時間維持し、次いで、開
放した。液体生成物を約１５０℃まで冷却し、アルミニウムに注ぎ固化させた。得られた
生成物は、以下の式を有すると考えられ、
【００９８】
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【化１９】

【００９９】
　式中、ｎ、ｘ、ｙおよびｚは、本実施例において、本明細書で上に定義されたとおりで
ある。
【０１００】
　Ｋｅｍａｍｉｄｅ（登録商標）Ｓ－１８０は、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎから入手可能なステアリルステアリン酸アミドである。
【０１０１】
　Ｕｎｉｒｅｚ（登録商標）２９７０は、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｍｐ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ
ｎａｌ　Ｐａｐｅｒ）から入手可能なダイマー酸系テトラアミドである。
【０１０２】
　Ｓａｎｔｉｃｉｚｅｒ（登録商標）２７８は、Ｆｅｒｒｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎか
ら入手可能なフタル酸エステルモノマーである。
【０１０３】
　Ｎａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５は、Ｃｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎか
ら入手可能な芳香族アミン酸化防止剤４，４’－ビス（α、α－ジメチルベンジル）ジフ
ェニルアミンである。
【０１０４】
　以下の式
【０１０５】
【化２０】

【０１０６】
　の着色剤を含む黄色染料は、米国特許第６，５９０，０８２号の実施例ＩＩに記載され
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るように調製された。４リットルビーカー中、オクタデカノール（２７０グラム、１．０
ｍｏｌ、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．（ミルウォーキー、ウィスコンシン）から
得られる）、イサト酸無水物（２４グラム、１．５ｍｏｌ、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ
　Ｃｏ．から得られる）および１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン（５６グ
ラム、０．５０ｍｏｌ、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．から得られる）の混合物を
１，０００ミリリットルのジメチルホルムアミド中で攪拌し、１００℃まで加熱した。激
しい気体の発生が起こった。１０分後、得られた褐色溶液を１５分かけて１５０℃まで加
熱した。次いで、反応混合物を５０℃まで冷却し、３，０００ミリリットルのメタノール
を加えつつ、激しく攪拌した。得られた懸濁物を０．５時間攪拌した後、減圧濾過した。
このようにして得られた固体を濾過漏斗中、３００ミリリットルのメタノールで４回洗浄
し、次いで、風乾し、生成物アントラニル酸ステアリルを白色粉末として得た（３３０．
５グラム、固形分８５％）。
【０１０７】
　Ｎ－ステアリルピリドンを以下のように調製した。２リットルフラスコに攪拌棒および
温度サーモスタットを取り付け、これにオクタデシルアミン（ステアリルアミン、１８．
９グラム、０．０７ｍｏｌ、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．から得られた）、次い
で、シアノ酢酸エチル（７．９グラム、０．０７ｍｏｌ、Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ（ニューブランズウィック、ニュージャージー）から得た）を投入した。得られ
た混合物を攪拌し、内温１２０℃になるまで１時間加熱した。次いで、熱い反応混合物に
、アセト酢酸エチル（１０．０８グラム、０．０７７５ｍｏｌ、Ｌｏｎｚａ　Ｇｒｏｕｐ
，Ｇｒｏｕｐから得た）、ピペリジン（１１．０グラム、０．１３ｍｏｌ、Ｓｉｇｍａ－
Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．から得た）および５重量部のトルエンと１重量部の１，２－ジメ
トキシエタンを含む６０ミリリットルの溶媒混合物を順に加えた。反応を１２０℃でさら
に２４時間進めた。次いで、減圧下で蒸発させることによって溶媒を除去し、メタノール
（８０ミリリットル）、脱イオン水（２０ミリリットル）および濃塩酸（１６ミリリット
ル、２．５ｍｏｌ）の溶液に、残った粘性液体を注意深く注いだ。すぐに固体沈殿が生成
し、スラリーを減圧濾過し、その後、固体ケーキを５０ミリリットルの８０％メタノール
水溶液で２回洗浄した。このようにして得られたケーキを２４時間風乾し、２４．５グラ
ム（０．０６１ｍｏｌ、収率８７％）のＮ－ステアリルピリジン生成物を淡褐色粉末とし
て得た。
【０１０８】
　１リットルの丸底フラスコに攪拌棒およびサーモメータを取り付け、これに、アントラ
ニル酸ステアリル（１３６．４グラム、０．３５ｍｏｌ）、氷酢酸（１４５グラム）、ド
デシルベンゼンスルホン酸（１６グラム、Ｓｔｅｐａｎ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＢｉｏ
ｓｏｆｔ（登録商標）Ｓ－１０１として得た、ノースフィールド、Ｉｌｌ．）および蒸留
水（２８グラム）を加えた。アントラニル酸ステアリルが完全に溶解した後、得られた混
合物を氷浴で５～１０℃の温度まで冷却した。その後、溶液温度が１５℃を超えないよう
な速度で、硫酸ニトロシル（ＮＳＡ）（４０重量％のＮＳＡを硫酸中に含む市販溶液、Ｓ
ｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．から得られた、１１４．４グラム、０．３６ｍｏｌ）
を滴加した。この反応によって、対応するジアゾニウム塩が生成した。次いで、残留する
過剰なＮＳＡを、スルファミン酸を加えることによってクエンチした。
【０１０９】
　１０リットルビーカーにメカニカルスターラーを取り付け、これにステアリルピリドン
（２０１．３グラム、０．５ｍｏｌ）、蒸留水（４リットル）、水酸化ナトリウム（１０
０グラム、２．５ｍｏｌ）、酢酸ナトリウム（２８７．１８グラム、３．５ｍｏｌ）およ
びイソプロピルアルコール（２リットル）を投入した。この溶液を３０分間、十分に攪拌
した。次いで、濁った溶液をＷｈａｔｍａｎ　４番の濾紙で濾過し、濾液を１０リットル
ビーカーに戻した。
【０１１０】
　冷たいジアゾニウム塩溶液をピリドン溶液にゆっくりと注ぎ、すぐに黄褐色の沈殿が生
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成した。３０分間攪拌した後、沈殿を減圧濾過した。次いで、固体を４リットルの水に再
び分散させ、濾過するプロセスによって、黄色固体を蒸留水でよく洗浄し、濾液の導電率
が低くなるまでこのプロセスを繰り返した。次いで、この固体をメタノール（３リットル
）で洗浄し、４０℃で乾燥させ、最終的な乾燥収率２１７．２グラム（７９％）を明黄色
粉末として得た。
【０１１１】
　ＳＹ　４３は、Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｄｙｅｓｔｕｆｆｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（イー
ストプロビデンス、ＲＩ　０２９１４）製のＯｒｃｏｓｏｌｖｅ（登録商標）Ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＦＧとして市販されるＳｏｌｖｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　４
３染料である。
【０１１２】
　Ｋｅｙｐｌａｓｔ（登録商標）Ｂｌｕｅ　ＳＢ　１０４は、Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから市販される溶媒青色染料である。
【０１１３】

【表２】

【０１１４】
　物質の粘度特性を、５０ミリリットルの円錐および平板の幾何形状を用い、ＡＲ　１０
００　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ（Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、現在の
ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｉｎｃ．から得られる）で決定した。
【０１１５】
　ＤＳＣ：融点を、ＤｕＰｏｎｔ　２１００熱量計を用い、スキャン速度１０℃／分での
示差走査熱量測定によって測定した。
【０１１６】
　表２に示されるように、濾過前のインクのスペクトル強度と濾過後のインクのスペクト
ル強度の測定値が同様であることによって示されるように、実施例１～１０のインクを用
い、良好な染料溶解度が達成された。主要なレンズ製造業者から市販されているコーティ
ングされたプラスチックレンズとコーティングされていないプラスチックレンズに対し、
これらのインクで印刷した。接着および印刷画像の洗浄／除去の容易性の観察を含む客観
的な視覚評価を用い、これらのインクを０から５のスケールに分け、０は最も悪く、５は
最も良い。結果を表３に示す。
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【０１１７】
【表３】

【０１１８】
　接着試験は、実施例１～１０のインクを用い、レンズに画像を印刷することと、レンズ
に印刷されたものを紙封筒に押しつけることと、通常のファーストクラスの米国郵便によ
ってこの封筒を搬送することと、搬送した後にこの封筒を開けることと、レンズを観察し
、印刷画像の丈夫さを評価することとを含む。良好な性能のために、印刷画像は、レンズ
に留まっている必要があり、搬送する封筒は、レンズからインクが剥がれていてはならな
い。表３に示されるように、すべてのインクが、良好な接着と簡単な除去の両方を含む良
好な性能を与えるわけではない。本実施形態のインク（例えば、インク４およびインク８
）は、良好な接着と簡単な除去の両方を含む良好な性能を与えた。
【０１１９】
　本実施形態のインク組成物（例えば、インク４およびインク８）は、搬送後に簡単に洗
浄された（除去された）。搬送後、レンズに印刷された情報を読み取り、次いで、印刷画
像を除去する必要がある。例えば、印刷画像は、ＩＰＡ（イソプロピルアルコール）と布
を用いてレンズから簡単に除去することができる。印刷画像は、レンズに何らかの跡を残
すことなく、また、レンズを損傷することなく、簡単に除去される。従って、特定の要素
の組み合わせおよび臨界を含む本発明のインク組成物は、印刷ヘッドを詰まらせない吐出
、吐出の信頼性を含む吐出可能な特徴も与えつつ、レンズに対する印刷画像の良好な接着
と、レンズを損傷せずに、レンズからの印刷画像の簡単な除去という２つの矛盾する要求
を満たす。
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